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【特別講演】 第12席 精気－中国古代の食と人体－

東海大学文学部特任教授 渡部 武

はじめに

昨年度の特別講演において、私は「「異物志」「外国伝」の出現と中国博物学の成立」という題目で報告

させていただきました。西暦2世紀以後、長江中下流域地方では農業開発が著しく進みました。また４世

紀初頭の西晋王朝の滅亡後、相継ぐ動乱によって人口の流動化現象が激化し、嶺南地方へも多くの入植者

や冒険的な商人が入り込んでいきました。その結果もたらされた新情報や新知識は人々によって大いに歓

迎され、一種の博物誌である「異物志」や「外国伝」の出現と流行を促しました。この種の博物誌の盛行

は中国本草学の確立に貢献したばかりでなく、中国の伝統的な百科事典である「類書」にも多くの材料を

提供いたしました。

今回の特別講演の題目は大会運営委員の方より、表記の「精気―中国古代の食と人体―」のテーマで話

してみてくれまいかとの要請を受けました。私は中国医学史を専門としてはおりませんが、中国の古代文

献や文物を通して、中国食文化についての研究を幾分心がけたことが有りますので、そうした経験を踏ま

えて、今回の課題として与えられた講演テーマについて報告してみることにいたします。

１）中国古代医学の源流

１－１：劉向・劉歆父子が整理した漢代の学術情況

中国では古来より多くの書物が誕生し、それらの蓄積は膨大な数に上ります。そのような書物を研究す

る学問を「目録学」と呼んでおります。後漢時代の有名な歴史家班固（32～92）は前漢王朝の歴史書『漢

書』を編纂しておりますが、その中に当時の学術界の様子を示す書誌情報の巻「芸文志」を収録しており

ます。この「芸文志」が現存する最古の中国書誌目録になるわけですが、その基本資料となったのは劉向

（前79～前8）の『別録』と劉歆（前32頃～後23）の『七略』でした【資料１】。劉向と劉歆とは父子の関

係にあり、父劉向は前漢の成帝の治世中（前33～前7）に、宮中の蔵書および民間から徴収した書籍につ

いて、多くの異本を校訂して信頼のおける基本テキストの作成とその解題に努め、また子の劉歆は父の仕

事を補佐し整理された典籍の分類を行いました【資料２】。つまり父劉向は時間軸に沿った学術の源流の

跡づけに労力を費やし、他方、子の劉歆は彼の生きた時代における学術界の知的遺産の分類に邁進したの

でした。これは生物分類学におけるオブジェクト（対象生物）の系統樹作りと分類の関係によく似ており

ます【資料３】。

【資料１】劉歆の『七略』

「会たま向（劉向）卒し、哀帝復た向の子侍中奉車都尉歆（劉歆）をして、父の業を卒えしむ。歆、是に

於いて羣書を総べてその七略を奏す。故に輯略有り。六芸略有り。諸子略有り。詩賦略有り。兵書略有り。

術数略有り。方技略有り。」（『漢書』芸文志の序）

【資料２】『漢書』芸文志の「方技略」における４つの分野とそれらの総括

①「医経なる者は、人の血脈・経絡・骨髄・陰陽・表裏を原（たず）ねて、以て百病の本、死生の分を起

こし、而して度・箴（鍼）・石（砭石）・湯・火（灸）の施す所を用いて、百薬斉和の宜しき所を調う。斉

の得（徳）に至りては、猶お慈石（磁石）の鉄を取るがごとく、物を以て相使う。拙き者は理を失い、瘉

ゆるを以て劇と為し、生を以て死と為す。」

②「経方なる者は、草石の感温に本づき、疾病の浅深を量り、薬味の滋を仮り、五苦六辛を弁じ、水火の

斉を致し、以て閉を通じ結を解き、これを平に反す。その宜しきを失う者に及んでは、熱を以て熱を益し、

寒を以て寒を増す。精気内に傷れて、外に 見 れず、是れ独り失う所なり。故に諺に曰く、「病有りて、治
あらわ

せざれば、常に中医を得。」と。」

③「房中なる者は、性情の極にして、至道の際なり。是を以て聖王は外の楽しみを制して、以て内の情を

禁じ、而してこれが節文為す。伝に曰く、「先王の楽しみを作すは、百事を節する所以なり。」と。楽しん
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